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議
会
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
の

解
決
に
向
け
た
研
究
活
動
を
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議
会
技
術
研
究
会
の
設
立
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
会
員

も
一
〇
〇
名
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
末
日
現
在
）
を
数
え
、

そ
の
か
た
ち
も
徐
々
に
整
っ
て
き
た
。
研
究
会
は
、
分
析

研
究
、
理
論
研
究
お
よ
び
そ
の
発
表
、
学
習
会
、
講
演
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
交
流
会
の
開
催
、
情
報
交
流
、
相
談
業

務
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
設
立
後
は
、
三
つ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　

第
一
弾
は
、「
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
地
方
議

会
が
『
討
論
の
ヒ
ロ
バ
』
と
な
る
た
め
に
は
」（
二
〇
一

六
年
一
一
月
五
日
・
北
海
道
大
学
）
の
開
催
で
あ
る
。
議

会
改
革
の
本
丸
の
「
政
策
議
会
」
を
築
く
た
め
に
議
員
間

討
議
の
確
立
が
必
須
と
の
考
え
を
示
唆
し
た
。

　

第
二
弾
は
、「
議
会
技
術
研
究
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
／

一
般
質
問
の
技
術
向
上
研
修
」（
二
〇
一
七
年
八
月
一
一

〜
一
二
日
／
札
幌
市
）
の
開
催
で
あ
る
。
土
山
希
美
枝
氏 

（
龍
谷
大
教
授
）
を
は
じ
め
、
渡
辺
三
省
、
澤
田
元
気
、

石
川
さ
わ
子
、
神
原
勝
の
各
氏
と
私
が
講
演
・
事
例
を
報

告
し
、当
研
究
会
か
ら
も
議
会
技
術
論
三
編
を
発
表
し
た
。

　

第
三
弾
は
、「
議
会
技
術
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

／
議
会
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
は
何
か
」（
同
年
一
〇

月
二
一
日
／
札
幌
市
）
を
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
議

会
事
務
局
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（g-m

ix

）
と
と
も
に
開

催
し
た
。
神
原
氏
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
同
氏
・
木
須

美
樹
氏
（
長
崎
県
長
与
町
職
員
・g-m

ix

管
理
者
）・
鵜

川
和
彦
氏
（
栗
山
町
議
会
議
長
）・
筆
者
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
清
水
克
士
氏
（
滋
賀
県
大
津
市
議
会
局

次
長
）
の
基
調
報
告
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
登
別
市
カ
ル
ル
ス
温
泉
で
の
会
員
合
宿
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設
（
八
〇
名
登
録
）
に
よ
る
情
報
交

換
の
場
も
築
い
た
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の
な
り
手
問
題
、

議
会
運
営
方
法
、
議
員
定
数
・
報
酬
改
正
の
手
法
、
先
進

的
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
意
見
交
換
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
研
究
・
実
践
活
動
が
認
め
ら
れ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
優
秀
成
果
賞
を
受
賞
し
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　

議
会
技
術
研
究
論
三
編
の
一
つ
は
、「
議
会
の
政
策
活

動
に
お
け
る
多
様
な
場
と
方
法
」
で
あ
る
。
立
法
活
動
に

偏
重
す
る
議
会
活
動
の
矮
小
化
の
問
題
性
を
指
摘
の
上
、

「
二
一
の
議
会
の
多
元
的
政
策
活
動
」
を
総
合
的
に
示
し

た
。
二
つ
は
、
大
項
目
一
四
の
「
事
業
別
政
策
調
書
の
フ

レ
ー
ム
（
新
版
）」
で
あ
る
。
議
会
お
よ
び
市
民
も
政
策

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
基
準
表
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
治

体
政
策
の
質
が
向
上
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
三
つ
は
、

自
治
の
主
体
者
と
し
て
の
「
市
民
・
首
長
・
職
員
・
議
員

間
の
討
論
（
対
話
）
の
手
法
」
で
あ
る
。
議
員
間
討
議
を

い
ざ
な
う
次
第
書
改
革
、
討
議
白
書
作
成
、
全
員
協
議
会

で
の
政
策
討
論
会
実
施
、
意
見
交
換
会
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

化
、一
般
質
問
等
追
跡
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
を
提
唱
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
論
は
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い

な
い
議
会
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
る
。
議
会
の
多
元

的
な
政
策
活
動
を
認
識
し
、
政
策
情
報
の
作
成
・
公
開
を

も
と
に
議
会
の
政
策
活
動
を
う
な
が
し
、
討
議
フ
ロ
ー
を

確
実
に
持
と
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
総
合
計
画
を
ベ
ー

ス
に
多
年
度
予
算
す
な
わ
ち
実
施
（
実
行
）
計
画
を
捉
え
、

政
策
装
置
の
精
度
を
高
め
な
が
ら
単
年
度
予
算
に
踏
み
込

む「
政
策
議
会
」へ
の
進
化
の
一
助
と
な
れ
ば
本
望
で
あ
る
。

　

今
、
す
べ
て
の
議
会
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
政
策

を
軸
に
し
た
議
会
活
動
の
再
構
築
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に

は
、
総
合
計
画
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
各
場
面
で
、
常
に

議
会
が
関
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
執
行
機
関
側
の
年
間
の

政
策
形
成
フ
ロ
ー
に
対
し
、
議
会
と
し
て
積
極
的
に
食
い

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

前
述
が
議
会
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
要
謗
と
な
ろ
う

が
、
最
近
の
議
会
改
革
の
実
例
と
し
て
伝
わ
る
の
は
内
部

事
務
の
改
革
策
、
政
務
活
動
費
公
開
の
精
度
、
議
会
図
書

室
の
整
備
改
革
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
い
さ
さ
か
小
粒
過
ぎ

る
感
が
あ
る
。
住
民
に
直
結
し
た
改
革
に
は
ほ
ど
遠
い
の

で
あ
る
。
議
会
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
、
住
民
の
福
祉

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　

設
立
二
年
目
と
な
る
今
年
は
、
新
た
に
大
都
市
議
会
改

革
の
問
題
に
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。
そ
の
一
方
で
、

自
ら
の
議
会
の
改
革
に
対
し
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
る
議
員
・

事
務
局
職
員
へ
の
支
援
と
協
力
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。「
議
会
が
変
わ
れ
ば
ま
ち
が
変
わ
る
」
と
い
う
自

治
の
理
想
を
追
い
求
め
な
が
ら
、
で
あ
る
。
行
う
べ
き
こ

と
は
、
ま
だ
ま
だ
多
い
。
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